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平成29年10月11日（水）
湖南広域行政組合環境衛生センターグラウンド

第43回自衛消防訓練大会

平成29年湖南防火保安協会防火標語

「火を見たら　迷わず通報　ためらうな」
作：旭化成株式会社守山製造所　籔田　憲　様

　

平
成
29
年
10
月
11
日
（
水
）、

草
津
市
集
町
の
湖
南
広
域
行
政
組

合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
訓
練
会
場
と
し
て
、
湖
南
四

市
の
市
長
様
を
始
め
、
多
数
来
賓

の
御
臨
席
を
賜
り
、
第
43
回
自
衛

消
防
訓
練
大
会
を
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
南
支
部
及
び
北

支
部
の
会
員
事
業
所
が
一
同
に
介

し
、
消
防
法
令
に
基
づ
き
、
定
期

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
消
火
訓
練

の
技
術
向
上
と
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
と
し
て
、
消
火
器
男

子
・
女
子
の
部
、
屋
内
消
火
栓
操

法
男
子
・
男
女
混
成
の
部
、
屋
外

消
火
栓
操
法
の
部
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
、
61
事
業
所
、

総
勢
２
８
２
名
の
御
参
加
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
と
も
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
防
災
指

導
車
に
よ
る
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
多
く
の
参
加
者
に
地
震

体
験
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
高

揚
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
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最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

�

皆
さ
ん
か
ら
の
一
言

賞 事業所名 氏　名
最優秀賞 ㈱村田製作所　野洲事業所 松山　　篤

優 秀 賞

川重冷熱工業㈱　滋賀工場 JIN QI
ピー・アンド・ジー㈱　滋賀工場 福井　孝寛
積水化学工業㈱　滋賀栗東工場 松原　　翔
㈱村田製作所　野洲事業所 市橋　隼人
スターライト工業㈱　栗東事業所 長井　俊樹
川重冷熱工業㈱　滋賀工場 TAN KENG YAW
ダイキン工業㈱　滋賀製作所 山本　淳司
スターライト工業㈱　栗東事業所 小室　佳亮

第43回自衛消防訓練大会成績表
消火器（男子）の部

賞 事業所名 氏　名
最優秀賞 三恵工業㈱ 大森　亜香

優 秀 賞

ダイキン工業㈱　滋賀製作所 中嶋　菜月
㈱村田製作所　野洲事業所 南　　知里
ダイキン工業㈱　滋賀製作所 横江　尚美
スターライト工業㈱　栗東事業所 吉田　恵利
㈱村田製作所　野洲事業所 横田　倫子

消火器（女子）の部

賞 事業所名
最優秀賞 パナソニック㈱アプライアンス社　エアコン事業部

優 秀 賞

パナソニック㈱アプライアンス社　総務
呉羽テック㈱
ダイキン工業㈱　滋賀製作所
㈱村田製作所　野洲事業所

屋内消火栓操法（男子）の部

賞 事業所名
最優秀賞 栗東市役所

優 秀 賞
積水化学工業㈱　滋賀栗東工場
栗東市役所

屋内消火栓操法（男女混成）の部

賞 事業所名
最優秀賞 栗東積水工業㈱

優 秀 賞

川重冷熱工業㈱　滋賀工場
トーヨーカラー㈱　守山製造所
パナソニック㈱エコソリューションズ社　
栗東工場

屋外消火栓操法の部

賞 事業所名
最優秀賞 利昌工業㈱　滋賀工場
優 秀 賞 スターライト工業㈱　栗東事業所

小型動力ポンプ操法の部

講
　
評

�

湖
南
広
域
消
防
局
消
防
局
次
長
　
堀
　
井
　
英
　
幸

　

本
日
の
訓
練
参
加
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
年
度
の
自
衛
消
防
訓
練
大

会
は
、
昭
和
50
年
10
月
15
日
に
「
第
一
回
自
衛
消
防
競
技
大
会
」
と
し
て
開
催

さ
れ
今
年
度
で
第
43
回
目
を
迎
え
、
長
い
伝
統
の
あ
る
湖
南
防
火
保
安
協
会
の

行
事
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
大
会
に
南
支
部
か
ら
43
事
業
所
２
１
９
名
、
北
支
部
か
ら
18
事

業
所
63
名
の
総
数
61
事
業
所
２
８
２
名
と
、
多
く
の
事
業
所
か
ら
参
加
さ
れ
盛

大
に
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
「
的
確
な
号
令
や
行
動
」
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
常
日
頃
か
ら
会
員
事
業
所
様
に
お
け
る
防
火
防
災
教
育
の

徹
底
し
た
取
り
組
み
へ
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

火
災
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
何
処
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
防
火
防
災
へ
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
さ
れ
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
各
自
の

任
務
・
取
る
べ
き
行
動
を
確
認
・
把
握
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

「
い
ざ
と
言
う
と
き
に
何
も
出
来
な
い
」
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
訓
練
大
会
で
培
わ
れ
た
知
識
・
技
術
を
定
期
的
に

検
証
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
講
評
と
い
た
し
ま
す
。

消
火
器
（
男
子
）
の
部

�

㈱
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
　
　
松
山
　
　
篤
　
様

　

自
衛
消
防
訓
練
大
会
出
場
が
決
ま
り
約
１
ケ
月
に
亘
っ
て

大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
と
共
に
協
力
し
訓
練
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
切
磋
琢
磨
し
た
結
果
が
今
回
の
成
績
に
繋
が
り
本
当
に

良
か
っ
た
。
こ
の
成
果
が
職
場
の
更
な
る
防
火
防
災
意
識
の

向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

消
火
器
（
女
子
）
の
部

�

三
恵
工
業
㈱
　
　
大
森
　
亜
香
　
様

　

毎
日
、
訓
練
の
場
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
職
場
の
方
々
や
先

輩
方
か
ら
の
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
を
頂
い
て
出
来
た
成
果
だ
と

考
え
ま
す
。
消
火
活
動
を
学
ぶ
と
共
に
他
部
署
の
出
場
メ
ン

バ
ー
と
交
流
を
深
め
る
機
会
に
な
り
、
本
当
に
充
実
し
た
経

験
が
出
来
ま
し
た
。

屋
内
消
火
栓
操
法
（
男
子
）
の
部

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
エ
ア
コ
ン
事
業
部

�

梅
村
　
　
学
　
様

　

こ
の
度
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
日
頃
の
自
衛
消
防
訓
練
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
で
き

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
事
業
所
で
の
防
火
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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屋
内
消
火
栓
操
法
（
男
女
混
成
）
の
部

�

栗
東
市
役
所
　
　
末
竹
　
悠
里
佳
　
様

　

本
日
の
自
衛
消
防
訓
練
大
会
で
は
、
練
習
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
万
が
一
、
火
災
を
発

見
し
た
場
合
に
は
初
期
消
火
に
あ
た
れ
る
よ
う
、
今
回
身
に

着
け
た
「
屋
内
消
火
栓
操
法
」
の
技
術
を
定
期
的
に
復
習

し
、
慌
て
ず
的
確
に
活
動
出
来
る
よ
う
極
め
て
い
き
た
い
で

す
。

屋
外
消
火
栓
操
法
の
部

�

栗
東
積
水
工
業
㈱
滋
賀
工
場
　
　
數
見
　
俊
樹
　
様

　

新
入
社
員
の
私
達
は
、
諸
先
輩
方
の
指
導
を
仰
ぎ
、
一
ケ

月
前
か
ら
毎
日
訓
練
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
最

優
秀
と
い
う
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
訓
練
を
日
々
継

続
し
て
い
く
事
と
、
ま
ず
は
、
私
達
が
防
火
防
災
活
動
を
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部

�

利
昌
工
業
㈱
滋
賀
工
場
　
　
南
　
　
朋
行
　
様

　

前
回
出
場
時
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
新
ポ
ン
プ
の
導
入
、

従
業
員
で
他
市
の
消
防
団
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
指
導

を
受
け
て
練
習
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果
「
最
優
秀

賞
」
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
社
内
活
動
を

広
げ
て
、
消
防
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

訓
練
種
目
の
紹
介

◆
消
火
器
の
部

　

こ
の
訓
練
は
、
従
業
員
１
名
の
み
で
事
業
所
に
お
け
る

初
期
消
火
を
総
合
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
火
災
を
認
知

し
た
時
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
大
声
で
火
災
で
あ
る
こ
と
を

周
り
に
知
ら
せ
、
実
施
者
自
身
が
保
護
用
具
ヘ
ル
メ
ッ
ト

な
ど
を
装
着
し
、
付
近
に
い
る
従
業
員
に
１
１
９
番
通

報
・
避
難
誘
導
・
消
火
器
の
収
集
を
指
示
し
、
水
消
火
器

を
使
用
し
標
的
を
落
下
さ
せ
る
訓
練
で
す
。

　

基
準
タ
イ
ム
は
、
60
秒
で
す
。

◆
屋
外
消
火
栓
操
法
の
部

　

こ
の
訓
練
は
、
４
名
の
隊
員
が
協
力
し
、
地
下
式
の
屋

外
消
火
栓
を
使
用
し
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
中
に
あ
る
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
、
65
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ホ
ー
ス
２
本
、
筒
先
及

び
消
火
栓
開
閉
器
具
を
活
用
し
、
標
的
を
転
倒
さ
せ
る
訓

練
で
す
。

　

基
準
タ
イ
ム
は
、
45
秒
で
す
。

◆
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部

　

こ
の
訓
練
は
、
３
名
の
隊
員
が
協
力
し
、
屋
内
消
火
栓

を
使
用
し
、
標
的
１
箇
所
を
転
倒
さ
せ
る
訓
練
で
す
。

　

屋
内
消
火
栓
は
、
事
業
所
建
物
内
に
設
置
さ
れ
火
災
の

初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
使
用
す
る
消
防
用
設
備
で
、
一

定
規
模
上
の
事
業
所
に
設
置
す
る
義
務
が
あ
り
、
最
も
有

効
な
消
防
用
設
備
で
す
。

　

基
準
タ
イ
ム
は
、
30
秒
で
す
。

◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

こ
の
訓
練
は
、
４
名
の
隊
員
が
協
力
し
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
使
用
し
、水
槽
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
、65
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
ホ
ー
ス
３
本
、
筒
先
を
活
用
し
、
標
的
２
箇
所
を
転

倒
さ
せ
る
訓
練
で
す
。

　

基
準
タ
イ
ム
は
、
65
秒
で
す
。
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防災のとりくみ（ダイキン工業（株）滋賀製作所）
　この度、湖南広域消防局からの依頼を受け、管内大規模事業所
の防災管理者を対象に、各事業所の防火防災力強化を目的とした
研修会を兼ねた防災訓練を実施致しましたので紹介させて頂きま
す。

【当事業所の概要】
　ダイキン工業株式会社　滋賀製作所は、1970年11月に設立し、
空調・空気製品の開発から生産・物流・サービスを扱う事業所で
あり、『Fine＆Amenity』を工場コンセプトとし、「従業員が快適
な職場環境で良い商品を生み出していくこと」を目指しています。お客様には「安全で高品質な商品を提供」、働く
従業員には「快適な職場環境整備」、環境の取り組みについては「人と地球を守る工場」という運営を目指しています。

【防火・防災体制】
　消防計画に基づき、工場の防火・防災管理業務についての必要事項を事業所規定に定め、火災の予防及び大規模地
震・その他の災害による、被災者の人命救助及び安全確保や被害の軽減、二次的災害発生の防止、また生産活動への
影響度を最小限にし、救済と業務の復旧を迅速に行うことを目的に、滋賀製作所長を管理権原者とした自衛消防組織
を編成しています。

【防災訓練】
　今回初めての試みで実施しました防災訓練は、【シナリオレス】で訓練し、その対応を細かく検証する研修です。
通常訓練はあらかじめ想定されたシナリオを事前に周知し、どこまで忠実に出来るかというものですが、シナリオレ
スとは大きな流れだけが決められた中で、想定外の事が、例えば避難経路が急に通行できなくなったり、避難中に火
災が次々と発生したり、行方不明者が出たりといったことが起こり、これらの事象に対しどう対応するか、行動でき
るかを検証する訓練です。
　参加されました企業様からは「すごく統制が取れている」等の好評を頂きました。
　消防局からは、初めての試みを快く引き受けて頂いたこと、非常事態への対応が良かったことで参加企業の範と
なったことに対して好評を頂きました。
　一方、初めてのシナリオレスの訓練でしたので、多くの気づきや学びを得ることが出来たことも大変有意義であっ
たと感じています。今回の訓練で課題も多く見つかり、今後の訓練で克服していきたいと思うと同時に、「基本の考
え方」と「ケースバイケースによる臨機応変の対応」ということが非常に印象的でした。
　今後は、「シナリオ有り訓練」と時々の「シナリオレス訓練」を合わせながら、従業員の意識・行動・判断のレベ
ルを上げて行きたいと思います。

災害対策本部 応急救護所

消防訓練の研修
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予
備
講
習
会
（
５
月
13
日
・
７
月
22
日
）
直

前
対
策
講
習
会
（
５
月
20
日
・
７
月
29
日
）
を

２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

○
予
備
講
習
会　
　
　

46
名

　
　

○
直
前
対
策
講
習
会　

45
名

　

製
造
所
等
に
お
い
て
、
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

ま
た
は
取
扱
う
場
合
は
、
消
防
法
の
規
定
に
よ

り
、
危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
有
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
当
協
会
で
は
、
危
険
物
取
扱
者

免
状
の
取
得
の
手
助
け
と
な
る
た
め
の
講
習
会

を
年
５
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
講
習
会
は
12
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
受
講
の
お
問
い
合
せ
は
、
各

消
防
署
庶
務
管
理
係
又
は
本
会
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
湖
南
防
火
保
安
協
会
防
火
標
語

を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
事
業
所
か
ら

多
数
の
ご
応
募
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
を
厳
正
な
る
審

査
を
行
い
「
最
優
秀
作
品
」１
点
、「
優
秀
作
品
」

４
点
を
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
結
果
発
表
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
で
行
い
ま
す
。

講
習
会
・
研
修
会
だ
よ
り

本
会
だ
よ
り

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
う

�

講
習
会
開
催

救
命
講
習
会
を
開
催

防
火
研
修
（
危
険
物
編
）

防
火
標
語
の
選
考

新
規
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

　

事
業
所
や
家
庭
等
に
お
い
て
労
働
災
害
事
故

や
急
病
人
が
発
生
し
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
の
講
習
会
を

７
月
12
日
～
14
日
に
北
消
防
署
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
習
内
容
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
取
扱
い
や
心
肺
蘇
生
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法
な
ど
実
技
主
体
で
行
い
ま
し
た
。

　
　

受
講
者
105
名

　

な
お
、
次
回
の
救
命
講
習
会
は
、
平
成
30
年

２
月
上
旬
に
３
日
間
で
各
30
名
定
員
で
開
催
し

ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
が

�

交
代
さ
れ
ま
し
た
。

�

旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
　
　
米
山
　
賢
氏

　

新
委
員
長
は
、
去
る
10
月
11
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
委
員
会
の
事
業

推
進
を
統
括
い
た
だ
き
ま
す
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
っ
て
お
ら
れ
る
事
業
所

は
、
常
に
火
災
や
爆
発
な
ど
の
危
険
性
と
隣
り

合
わ
せ
で
あ
り
、
事
故
が
発
生
す
れ
ば
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
こ
と
か

ら
、
危
険
物
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
適
正
な
取

扱
い
と
維
持
管
理
並
び
に
事
故
事
例
と
対
策
等

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
７
月
24
日
に
北
消
防
署

で
開
催
し
ま
し
た
。　
　

受
講
者
80
名 救命講習会

講習会の写真

街
頭
広
報
の
実
施

　

11
月
９
日
か
ら
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施

に
協
賛
し
て
、
11
月
９
日
（
木
）
午
後
４
時
か

ら
協
会
役
員
、
消
防
団
、
消
防
局
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｒ
の
各
駅
昇
降
口
、
大
規
模
小
売
り
店

舗
等
で
市
民
の
皆
様
に
啓
発
物
品
を
配
布
し
な

が
ら
「
火
災
予
防
」
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

㈱ジーエス・ユアサテクノロジー草津事業所
 （草津市笠山）

増田運送㈱ （草津市南笠東３）

特定非営利活動法人ぷくぷく （守山市立田町）

季節料理佐兵衛 （野洲市六条）

㈱パールライス滋賀 （野洲市小篠原）

会員のうごき

支 部 名 市　　別 会 員 数 支援登録数

南支部
４１６

草津市 ２１１ ９６

栗東市 ２０５ ６５

北支部
４０７

守山市 ２０２ １３８

野洲市 ２０５ １３６

合　　計 ８２３ ４３５
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大
会
出
場
に
伴
う
激
励

　

去
る
７
月
30
日
（
日
）
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
草
津
市
消

防
団
・
守
山
市
消
防
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

に
、
栗
東
市
消
防
団
・
野
洲
市
消
防
団
が
「
ポ

ン
プ
車
の
部
」
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
さ
れ
る
の
に

際
し
、
加
藤
・
北
中
両
支
部
長
、
宇
野
・
川
嶋

両
副
支
部
長
が
７
月
14
日
か
ら
各
市
消
防
団
の

訓
練
会
場
に
赴
き
選
手
の
皆
様
に
激
励
を
行
い

ま
し
た
。

　

去
る
７
月
27
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
第
46

回
消
防
救
助
技
術
東
近
畿
地
区
指
導
会
に
出
場

さ
れ
る
隊
員
の
皆
さ
ま
に
優
秀
な
成
績
を
収
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
７
月
25
日
に
栗

東
市
内
の
訓
練
施
設
に
赴
き
個
々
の
選
手
に
激

励
を
行
い
ま
し
た
。

第
52
回
滋
賀
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
の
激
励

消
防
救
助
技
術
訓
練
の
激
励

ま
ち
か
ど
救
急

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
表
示
制
度

制
度
の
内
容

　

湖
南
広
域
消
防
局
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
持
ち
出
し
や
救
護
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
「
ま
ち
か
ど
救
急

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
で
不
慮
の
事
故
や
急
病
に
よ
っ

て
、
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
す
る
重
篤
な
状
態
に

な
っ
た
傷
病
者
に
対
し
て
、
救
急
隊
に
引
き
継

ぐ
ま
で
の
間
、「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
普
通
救
命
講
習
会
を
受
講
し 認定標章

（
救
急
協
力
事
業
所
）

【
消
防
局
救
命
救
急
課
】

各市消防団への激励

野洲市消防団の操法訓練披露

　

去
る
、
６
月
４
日
（
日
）
湖
南
広
域
消
防
局

東
消
防
署
で
「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
が
開

催
さ
れ
、
湖
南
防
火
保
安
協
会
も
事
業
に
協
賛

し
ま
し
た
。

　

催
し
内
容
は
、
消
防
車
輌
の
展
示
、
救
助
模

擬
体
験
、
消
火
器
で
の
消
火
体
験
、
応
急
手
当

コ
ー
ナ
ー
、
煙
中
体
験
な
ど
を
設
け
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
有
事
に
備
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
洲
市
消
防
団
の
消
防
操
法
訓
練
・

湖
南
広
域
消
防
局
の
消
防
救
助
技
術
訓
練
等
が

披
露
さ
れ
、
当
日
見
学
・
体
験
さ
れ
た
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
消
防
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

防
火
・
防
災
意
識
の
意
識
が
向
上
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
防
災
事
業
へ
の
協
賛

た
方
の
協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で
、
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
（
最
初
の
対
応
者
）
と
し
て

少
し
で
も
早
く
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
、
的
確
な
応
急
手
当
を
行

い
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
体
制
構
築

を
推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

認
定
の
要
件

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
設
置
し
て
お
り
、
適
切
な
維

持
管
理
が
で
き
て
い
る
こ
と
。

②
営
業
時
間
又
は
公
開
時
間
中
に
、
速
や
か
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
提
供
で
き
る
こ
と
。

③
従
業
員
に
普
通
救
命
講
習
等
の
受
講
者
が
お

ら
れ
る
こ
と
。

認
定
状
況

　

湖
南
広
域
消
防
局
管
内
の
平
成
29
年
10
月
１

日
現
在
の
認
定
状
況
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
各
駅

を
始
め
、
草
津
市
15
事
業
所
、
守
山
市
７
事
業

所
、
栗
東
市
６
事
業
所
、
野
洲
市
６
事
業
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
詳
し
い
認
定
要
件
並
び
に
申
請
か
ら
交
付
ま

で
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

お
近
く
の
消
防
署
又
は
救
命
救
急
課
へ

 

☎
５
５
２

－

９
９
２
２
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「平成29年度防災講演会」を開催

「記者から見た災害事情」

ぜひ御聴講下さい！

　全国各地で発生している地震、台風、水害など自然災害で、その現場からの取材と現場中継リポー

トで得られた災害事情を基に、災害時に私たちが直面する諸問題に決まった答えはありません。皆さ

んと一緒に考えながら危機管理意識等を身につけていただくことを目的に開催します。

日　時　　平成29年11月29日（水）　　午後３時30分から

会　場　　クサツエストピアホテル「瑞祥の間」

定　員　　150名

講　師　　毎日放送アナウンサー／防災士

　　　　　　　　　千　葉　　　猛　　氏
　　　　　　　☆プロフィール

　宮城県仙台市生まれ。

　1990年毎日放送に入社され、1995年に発生した阪神淡路大震災発生当日から神戸市に

入り、神戸市役所災害対策本部などからラジオリポートを実施され、その後、ラジオ番

組「ネットワーク1・17」などで震災関連の取材、リポートに従事された。

　2011年に発生した東日本大震災では、翌日から被災地に入り、取材と現場中継リポー

トをされた。

　2012年から４代目の「ネットワーク1・17」番組キャスターを担当され、阪神淡路大

震災発生直後から22年以上放送を続けられています。

　　　　　　　【受賞関係】

　防災・災害報道に特化したラジオ番組「ネットワーク1・17」は2015年度ギャラクシー

賞放送活動部門奨励賞を受賞されました。また、「ネットワーク1・17特別番組　20年～

大震災・と向き合う日々」は、2015年度文化庁芸術祭ラジオドキュメンタリー部門最優

秀賞を受賞されました。

　「防災講演会並びに意見交換会」の実施概要及び参加申込のご案内については、別途、会員事業
所の皆様に送付させていただいております。多くの方の御聴講をお待ちしております。
　なお、申込順での受付とさせていただいておりますので、何卒宜しくお願いいたします。
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平成29年度全国統一防火標語

秋の火災予防運動

『火の用心　ことばを形に　習慣に』

11月９日（木）から11月15日（水）まで

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普
及と住宅、事業所等の防火対策の推進を図り、火災の発生を防止し、高齢者等の死傷
者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として全国的に実施さ
れているものです。

～住宅防火対策の推進～
　住宅防火対策の推進では、防火訪問により高齢者の住宅

に対して特に早期の火災を覚知することの重要性から住宅

用火災警報器の設置、維持管理及び耐用年数が約10年と

されていることからも該当するものについては交換を推奨

しています。

　また、当消防局では今後の５年間で一般住宅全戸に対す

る防火防災訪問を実施しますので、皆さまのお宅にお伺い

した際にはご理解とご協力をお願いします。

〈とりカエル〉

　平成29年９月末までに発生した火災は、60件で前年比

21件の増加、事業所火災は16件で前年比９件の増加と

なっています。そして、事業所火災の原因としては、工場

におけるヒューマンエラーによる配線の誤接続、施設・設

備の不適切な維持管理によるダクト火災などが挙げられま

す。また、消防機関への通報が即時に行われていない事案

もあり、通報の遅延は被害の拡大につながる恐れがありま

す。このことから、各事業所におかれましては、次のこと

に留意してください。

①　確認体制の確立によるヒューマンエラーの防止

②　施設・設備の維持管理の徹底

③　災害発生時の初動対応の徹底(早期の通報・消火・避難)

～事業所における防火安全対策の徹底～
【火災発生状況】

市別
火災（件） 事業所火災（件）

28年 29年 28年 29年

草　津 15 15（±0） 4 3

守　山 8 16（+8） 2 4

栗　東 7 14（+7） 1 5

野　洲 9 15（+6） 0 4

計 39 60（+21） 7 16

＊括弧内は前年比の数値
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　平成29年９月末までに発生した危険物施設の事故は、12件で内訳とし

ては一般取扱所での火災が２件、給油取扱所内において車の接触による施

設の破損等の物損事故が10件発生しています。発生直後に消防機関へ通

報されていない場合が多く見受けられますので、危険物施設における事故

発生時の対応について、次のことに留意してください。

①　被害状況の把握

②　消防機関への早期通報

③　適切な応急措置の実施

　また、危険物施設における安全管理体制

の確立と適切な維持管理を徹底していただ

き、事故防止に努めていただきますようお

願いします。

～危険物施設における事故発生時の対応～
【事故発生状況】

市 発生件数（件）

草　津 3

守　山 2

栗　東 5

野　洲 2

計 12

危険物取扱者試験（全種全類）

試　験　日 会　　場 電子申請受付期間 書面申請受付期間

12月10日（日） 滋賀県立大学（彦根市） 10/22（日）～11/３（金） 10/25（水）～11/６（月）

30年３月４日（日） 滋賀県立大学（彦根市） 30年１/12（金）～１/23（火）30年１/15（月）～１/26（金）

○危険物取扱者試験予備講習会及び直前対策講習会のご案内（乙種第4類受験者対象）

予備講習会 直前対策講習

日　　　時

　　  11月25日（土）9：00～16：00
【東消防署】

30年  ２月17日（土）9：00～16：00
【北消防署】

　　  12月 ２日（土）9：00～12：00
【東消防署】

30年  ２月24日（土）9：00～12：00
【北消防署】

受　講　料 会員　5,000円　一般　6,000円 会員・一般　3,000円

消防設備士試験（全種全類）

試　験　日 会　　場 電子申請受付期間 書面申請受付期間

12月24日（日） 滋賀県立大学（彦根市） 10/29（日）～11/14（火） 11/1（水）～11/17（金）

試験・講習会のお知らせ平成29年度（下半期）
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舗装工事・土木工事・建築工事一式

〠524-0016
滋賀県守山市荒見町１３２番地の１
Tel ： ０７７－５８３－３１１６
Fax ： ０７７－５８２－０７８３
E-mail ： geon@pearl.ocn.ne.jp

＝ 職人気質の追求 ＝

冷房・暖房・換気/空調全般■

水道・下水道・給湯/水回り全般■

改造・改修/リニューアル全般■

www.kitanaka.co.jp■

滋賀県野洲市小篠原2097番地3■■

〒520-2331■

TEL 077-587-2193■

FAX 077-588-2545■

ラ
ク
ー
ン
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
・
賃
貸
ビ
ル

草
津
市
野
路
五
丁
目
九
―
三

　

☎
／
　5
6
2
ー
5
9
9
2

代
表
取
締
役

　加
藤
八
郎

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　滋
賀
栗
東
工
場

栗
東
市
野
尻
七
五

　
　

☎
5
5
3
ー
0
7
7
1

安
心
・
快
適
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

　
　
　水
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

お
客
様
と
一
体
と
な
っ
た
製
造
開
発
と

Ｉ
Ｔ
関
連
材
料
の
生
産

東
レ・フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　守
山
事
業
場

守
山
市
勝
部
六
丁
目
一
ー
一

☎
5
8
3
ー
2
5
7
0

株
式
会
社

栗
東
市
安
養
寺
六
丁
目
六
ー
十
二

☎
5
5
3
ー
2
3
4
5

　
5
5
3
ー
8
0
0
3

働
く
こ
と
が
幸
せ
に
感
じ
る

　
　
　

  

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
ま
す

『火の用心　ことばを形に　習慣に』

秋の火災予防運動
　この度は、広告掲載に多数のご協力をいただき厚くお礼申し   
あげます。
　ご厚志は、防火啓蒙活動・防火宣伝物品等の経費に充当させ
ていただきます。
  （掲載につきましては順不同でございますのでご了承下さい）

11 11
9 15

草
津
電
機
株
式
会
社

KUSATSUKUSATSU

草
津
市
東
草
津
二
丁
目
三
ー
三
八

　
　

     

☎
5
6
3
ー
5
1
1
1

小
型
モ
ー
タ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

建
設
機
械
総
合
商
社

レ
ン
タ
ル・
販
売
・
修
理

守
山
市
播
磨
田
町
九
三―

二

☎
5
8
3―

2
3
2
3

株
式
会
社
川

　嶋

　機

　械

株 

式 

会 

社 

ク 

サ 

ネ 

ン

草
津
市
青
地
町
一
三
八

暮
ら
し
に「
や
さ
し
さ
」ご
提
案

ガ
ス・
電
気
・
水
道
・
リ
フ
ォ
ー
ム

☎
５
６
２―

０
５
０
１

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

　
　

  

　
　
　滋
賀
事
業
所

草
津
市
西
大
路
町
五 ― 

三
四

０
１
２
０― 

８― 

９
４
８
１
７

12

あらゆる組立産業界での
　　　　　作業合理化に貢献します

〒520－2413　野洲市吉地７０１番地３
ＴＥＬ 077－589－5888　ＦＡＸ 077－589－3420

広　告　掲　載　協　力　事　業　所　名
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野
洲
市
三
上
二
三
〇
六―

七

☎
5
8
7―

0
4
8
8

中
国
塗
料 

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　滋
賀
工
場

湖
南
石
油
株
式
会
社

守
山
市
勝
部
二
丁
目
四―

六

☎
５
８
３― 

５
８
５
１

５
８
１― 

０
６
６
６

FAX

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
特
約
店

大
同
塗
料 

株
式
会
社

　
　
　
　
　

 

　滋
賀
工
場

守
山
市
三
宅
町
五
六一
　

☎
5
8
3
ー
2
2
3
4

描
く
の
は
、人
に
優
し
い
未
来
で
す
。

淺
野
運
輸
倉
庫 

株
式
会
社

倉
庫
・
運
送
・
通
関
業

栗
東
市
高
野
五
八
八

　
　

☎
5
5
2
ー
4
5
1
1

5
5
3
ー
5
1
0
9

真
空
ポ
ン
プ・真
空
装
置・光
学
機
器
の
製
造

神
港
精
機
株
式
会
社

守
山
市
三
宅
町
三
〇
番
地

滋
賀
守
山
工
場

☎
５
８
３― 

１
２
３
４

５
８
３― 

７
８
０
７

FAX

ク
オ
リ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　滋
賀
工
場

野
洲
市
三
上
二
一
九
五
ー
一

　☎
0
7
7
ー
5
8
8
ー
2
3
3
1

ひ
と
が
生
み
出
す
品
質
と
技
術

上
原
成
商
事
株
式
会
社

　守
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

守
山
市
勝
部
六
丁
目
五
ー
一

☎
5
8
2
ー
3
2
0
1

生
活
産
業
商
社

旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所

守
山
市
小
島
町
五
一
五

　

☎
5
8
1
ー
4
0
0
1

高
機
能
繊
維・不
織
布・織
布

高
性
能
電
池
用
セ
パ
レ
ー
タ
ー
等
製
造

株
式
会
社 

市
金
工
業
社

草
津
市
野
村
四
丁
目
三
ー
一
〇

☎
5
6
3
ー
1
2
1
1

高
分
子
化
学
工
業
用
機
械
製
造

明
日
の
安
全
と
防
災
を
シ
ス
テ
ム
で
守
る

株式
会社

斉
藤
ポ
ン
プ
工
業

大
津
営
業
所

〒
520―

0241 

大
津
市
今
堅
田
２
丁
目
14―

24

T
E
L 

0
7
7―

5
7
3―

1
3
3
4
㈹

F
A
X 

0
7
7―

5
7
3―

1
3
3
5

草
津
営
業
所

〒
525―

0028 

草
津
市
上
笠
２
丁
目
30―

13

T
E
L 

0
7
7―

5
6
7―

2
9
2
9

㈱
レ
ス
ト
ラ
ン
近
江

滋
賀
県
草
津
市
志
那
町
三
八
六 

草
津
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
・
販
売 

☎
／
FAX
５
６
８

－

１
１
１
１ 

携
帯
０
９
０

－

３
２
７
０

－

４
９
９
１ 

E-M
ail yoshizo-m

@
docom

o.ne.jp

「
快
適
」
を
あ
な
た
の
現い

ま在
と
未
来
へ

 
  

 

 

 

グ
ン
ゼ
株
式
会
社
守
山
工
場

守
山
市
森
川
原
町
一
六
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
５
８
５ ― 

０
２
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
８
５ ― 

０
２
５
６

イ
サ
ム
塗
料
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　滋
賀
工
場

草
津
市
笠
山
八
丁
目
二
ー一

☎
5
6
2
ー
1
3
6
0

株
式
会
社

　ス
ギ
テ
ッ
ク

営
業
本
部
　
野
洲
市
西
河
原
５
８
１
　
　

T
E
L 

０
７
７
ー
５
３
２
ー
４
６
４
８

F
A
X 

０
７
７
ー
５
７
５
ー
４
１
７
０

消
防
・
電
気
・
弱
電
・
防
犯
設
備

自
動
販
売
機
に
よ
る
飲
料
水
等
販
売

ア
サ
ヒ
飲
料
販
売
株
式
会
社

栗
東
市
霊
仙
寺
一
丁
目
一 ― 

五
〇

☎
５
５
１ ― 

０
６
２
１

守
山
市
守
山
三―

二
四―

十 

一

☎
５
８
３― 

０
６
０
１

５
８
３― 

９
１
９
４

FAX

く
ら
し
に
い
ち
ば
ん
近
い
、保
障
で
あ
り
た
い
。

滋
賀
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

草津市野路三丁目2番18号
� TEL：563－2111

・世界有数の熱間・冷間鍛造を
　組み合わせた複合精密鍛造技術。
・株式会社メタルアートは昨年、
創業100周年を迎えました。

100年間で培った、
� 世界に誇る鍛造技術。
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守
山
市
石
田
町
１
番
地
１

（
０
７
７
）
５
８
５
・
５
０
７
０

草
津（
本
社
）・
甲
賀
・
東
京
・
中
国（
大
連
）

ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

草
津
市
西
大
路
町
四
ー
三
二

☎
5
6
6
ー
3
3
3
3

宿
泊・婚
礼・宴
会・レ
ス
ト
ラ
ン

ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ー
㈱

　
　
　
　
　滋
賀
工
場

野
洲
市
上
屋
八
十
八
番
地

☎
5
8
8
ー
2
4
1
1

滋賀から　Ｐ＆Ｇ
　　世界へ　ＳＫ‐Ⅱ

株
式
会
社 

村 

田 

製 

作 

所

　
　
　
　
　野 

洲 

事 

業 

所

野
洲
市
大
篠
原
二
二
八
八

☎
5
8
7
ー
5
1
1
1

海を越えてクルマ社会の安全を
　　　　　　　　  サポートしています。

三恵工業株式会社
自動車部品ステアリング･サスペンションの製造・販売

Reliable Quality for Tomorrow

住所　栗東市高野 305

TEL　077－553－0555

FAX　077－553－2408

E-mail:info@sankei-555.co.jp

URL　http://www.sankei-555.co.jp

オ
ム
ロ
ン
㈱
草
津
事
業
所

草
津
市
西
草
津
二
丁
目
二
ー
一

☎
５
６
３
ー
２
１
８
１

電
気
機
械
器
具
製
造
業

株 

式 

会 

社 

山 

本 
管 
工

野
洲
市
冨
波
乙
十
一 ― 
一

上
下
水
道・給
排
水
衛
生
空
調
設
備

新
築・リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

☎
５
８
７ ― 

２
２
５
６

車
社
会
と
地
球
環
境
を
愛
で
結
ぶ

株
式
会
社 

三 

久 

保 

商 

会

守
山
市
播
磨
田
町
一
八
三

☎
５
８
２ ― 

３
８
５
０

妥
協
を
許
さ
な
い
製
造
・
開
発
・
販
売

二
輪
車
用
部
品
の
モ
ノ
づ
く
り

サ
ン
ス
タ
ー
技
研
株
式
会
社

草
津
市
岡
本
町
一
〇
〇
〇 ― 

十
六

５
６
２ ― 

６
７
７
１

TEL
守
山
市
勝
部
四
丁
目
一
ー

十
一

電
話 

5
8
3
ー
2
5
1
2

■
滋
賀
工
場

産
業
や
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
素
材

　不
織
不
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

株
式
会
社
坂
口
運
送

貨
物
自
動
車
運
送
事
業

　貨
物
利
用
運
送
事
業

滋
賀
県
栗
東
市
手
原
八
丁
目
２
番
２２
号

〒
5
2
0
ー
3
0
4
7

本
社

０
７
７
ー
５
５
３
ー
９
１
９
１

０
７
７
ー
５
５
２
ー
４
４
８
５（
代
）

☎

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

三 
協 
高 
圧 

株 

式 

会 

社

本
社
　
野
洲
市
小
篠
原
二
七
〇

☎
５
８
６ ― 

６
０
８
８

計
量･

包
装･

検
査
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社
イ
シ
ダ滋賀

事
業
所

〒
５
２
０

－

３
０
２
６

滋
賀
県
栗
東
市
下
鈎
９
５
９
番
地
１

☎
０
７
７
（
５
５
３
）
４
１
４
１

フリーダイヤル 0120-461-298
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豊
か
な
農
業

　愛
と
絆
で
地
域
が
元
気

　新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

栗
東
市
農
業
協
同
組
合

栗
東
市
小
野
四
九
三
の一

☎
５
５
２ ― 

０
５
３
１

栗
東
市
御
園
一
〇
二
八

℡ 

５
５
８―

０
１
０
１

競 

馬 

場 

へ 

行 

こ 
う

日
本
中
央
競
馬
会

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・セ
ン
タ
ー

草
津
市
山
寺
町
字
笹
谷
六一―

七

℡ 

５
６
２―

７
７
１
１

新
し
い
発
想
で

お
客
様
の
価
値
創
造
に
貢
献
し
ま
す
。

日
東
電
工
株
式
会
社

滋
賀
事
業
所

野 

洲 

工 

場

日
本
発
条
株
式
会
社

野
洲
市
六
条
九
八
五

　
　

☎
5
8
9
ー
6
4
4
6

機
械
式
立
体
駐
車
装
置
製
造

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

済
生
会
滋
賀
県
病
院

栗
東
市
大
橋
二
丁
目
四
ー
一

☎
5
5
2
ー
1
2
2
1

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

草
津
市
野
路
東
二
丁
目
三
番
一
ー
一
号

☎
５
６
３ ― 

５
２
１
１

パ
イ
ン
株
式
会
社

　
　
　
　
　滋
賀
工
場

草
津
市
追
分
南
九
丁
目
一
番
一
号

☎
5
6
3
ー
8
1
0
3

オ
リ
ベ
ス
ト
株
式
会
社

野
洲
市
三
上
二
一
一
〇

　
　

☎
5
8
7
ー
0
6
3
4

ガ
ラ
ス
繊
維
紙
の

株
式
会
社 

中
島
電
業
所

草
津
市
川
原
町
一
三
二
ー
四

☎
5
6
2
ー
0
8
3
7

電
気
設
備

　消
防
設
備

　設
計
施
工

株
式
会
社

　近 

江 

物 

産

栗
東
市
大
橋
七
ー
四
ー
五
一     

 

T
E
L 

5
5
3
ー
6
1
9
3

F
A
X 

5
5
3
ー
7
0
1
1

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料（
再
生
・
加
工
）販
売

滋賀県栗東市上鈎480番地
　 TEL：077－553－1111
　 http://www.santo.co.jp

株式会社三東工業社
総合建設業

技術を社会に
　　　笑顔をあなたに

守
山
市
石
油
協
同
組
合

守
山
市
勝
部
二
丁
目
４
番
６
号

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　滋
賀
製
作
所

草
津
市
岡
本
町
一
〇
〇
〇
番
地
二

☎
５
６
３―

１
１
５
１

ご
入
居
の
ご
相
談
は

　
　お
気
軽
に
ど
う
ぞ…

介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
フ
ル
楠
の
葉

守
山
市
今
浜
町
二
五
三
七 ― 

八

☎
５
８
４ ― 

３
７
７
１

コ
ン
デ
ン
サ
及
び

装
置
・
応
用
関
連
機
器
の
製
造

ニ
チ
コ
ン
草
津
株
式
会
社

草
津
市
矢
倉
二
丁
目
三
ー
一

☎
5
6
3
ー
1
1
8
1

株
式
会
社
オ
ー
ミ
ッ
ク

代
表
取
締
役

　神
谷
廣
幸

本
社
　
栗
東
市
辻
六
○
○―

一

　メ
デ
ィ
カ
ル
事
業
部

　鳳
産
業
事
業
部

　
東
京
、福
岡
、東
近
江

営
業
所 ☎

０
７
７― 

５
５
４― 

１
８
７
１

０
７
７― 

５
５
４― 

１
８
７
２

FAX☎
０
７
７― 

５
５
２― 

２
０
３
０

０
７
７― 

５
５
２― 

２
３
１
８

FAX

株
式
会
社

　寺 

田 

自 

動 

車

守
山
市
洲
本
町
一
一
七
七

☎
５
８
５―

７
７
８
８

５
８
５―

７
７
５
５

FAX

麻　雀
テナントビル

P･有り
☎583-2317

守山駅西口駅前

岩崎興業㈱
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消
防
設
備
機
器
用
品
／
安
全
保
安
用
品
／

安
全
衛
生
保
護
具

有
限

会
社

近 

江 

安 

全 
産 
業 
社

守
山
市
下
之
郷
一
丁
目
十
三―
六

☎
５
８
３ ― 

５
２
２
０

５
８
３ ― 

５
２
４
５

FAX

 

 
 

 
 

7

 

 
 

 
 

7

結
論
、Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
の
２
ト
ン
。

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
は
日
野
デ
ュ
ト
ロ

全世界で愛され続け
131周年

生命と財産をお守りする

保守点検業務一式
消火設備・設計施工・自動火災報知設備

消防ポンプ・消火器・避難設備・消防器具一式
消火器リサイクルシステム特定窓口

TEL.（０７７）583-2212　FAX.（０７７）582-1200

〒524-0002　滋賀県守山市小島町1564番地
メールアドレス ： sssetubi@usennet.ne.jp

災害用品・防災備品

滋
賀
県
守
山
市
洲
本
町
一
二
一
五
番
地

　
　
☎
０
７
７
ー
５
８
５
ー
１
０
４
３
㈹

　
　
　
０
７
７
ー
５
８
５
ー
１
４
２
４

　
　
　
０
１
２
０
ー
１
２
３
ー
１
７
７

12

私
た
ち
は
快
適
環
境
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

エコアクション21
認証・登録番号0002550

守
山
環
整
株
式
会
社

FAX

〒
524

－0103

藤

本

食

品

㈱

守
山
市
勝
部
四
丁
目

Ｔ
Ｅ
Ｌ

5
8
2

Ｆ
Ａ
Ｘ

5
8
2 ㈱

滋

賀

工

場

目
一
二
四
一

1
1
7
5

8
9
5
5

京
滋
倉
庫
株
式
会
社

栗
東
市
高
野
二
二
五

☎
５
５
３―

０
２
６
７

５
５
３―

２
０
１
８

FAX

住宅用火災報知機、各
種消防設備、消防ポン
プ、消火器、消防用
ホース、消火栓器具、
避難器具、保安用品、
消防被服、各種作業
服、各種標識、消防設
備保守点検　　　

〒５２０-３０１３  栗東市目川１０７６番地
TEL 552-1119　FAX 552-1195

株式会社 奥山ポンプ商会　栗東営業所

☎ 
（
〇
七
七
）五
五
三―

七
七
七
七

総
合
電
設
業

北
川
電
気
株
式
会
社

滋
賀
県
栗
東
市
下
鈎
一
七
三
六
番
地

お
う
み
冨
士
農
業
協
同
組
合

☎
5
8
2
ー
3
4
0
1

み
ん
な
の
笑
顔
　み
ん
な
の
元
気

み
ん
な
の
J
A
お
う
み
冨
士

株
式
会
社

　藤
本
電
気
商
会

守
山
市
川
田
町
三
〇
七
ー
三

☎
5
8
2
ー
3
2
5
7

高
・
低
圧
電
気
設
備

　設
計
・
施
工

各
種
長
繊
維
の
加
工
糸
製
造

松
文
産
業
株
式
会
社
栗
東
工
場

栗
東
市
目
川
六
一一

　
　

☎
5
5
2
ー
3
8
5
1

株
式
会
社

　南

洋

軒

草
津
市
追
分
一
丁
目
一
ー
三
三

　

　
　

☎
5
6
4
ー
4
6
4
9

お
弁
当
と
お
菓
子

―

農
業
用
水
は
地
域
の
防
火
用
水

　
　
　
　
　と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

化
学
繊
維
等
製
造

Ｊ
Ｎ
Ｃ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
株
式
会
社

守
山
工
場

守
山
市
川
田
町
二
三
〇

☎
５
８
２ ― 

３
５
７
５

伸

和

株

式

会

社

野
洲
市
野
洲
一
一
四
七

　
　

☎
5
8
7
ー
2
0
5
6

繊
維
加
工
＆
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
製
造

セ
イ
レ
イ
興
産
株
式
会
社

ヤ
ン
マ
ー
マ
リ
ー
ナ

守
山
市
水
保
一
三
八
〇

☎
５
８
５ ― 

１
２
１
２
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東
洋
産
業
株
式
会
社

野
洲
市
三
上
二
五
六
二
―
一    

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
ー
５
８
７
ー
２
０
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
ー
５
８
７
ー
５
２
６
１

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

利
昌
工
業
株
式
会
社
滋
賀
工
場

栗
東
市
下
鈎
九
五
九
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
２
ー
３
７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
３
ー
６
１
５
３

電
気
絶
縁
材
料
の
パ
イ
オ
ニ
ア

一
般
財
団
法
人

　近
畿
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
グ・各
種
健
康
診
断
　
ご
予
約
受
付
中
！
　

健
康
診
断
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
行
って
お
り
ま
す
。

栗
東
市
小
野
五
〇
一 ― 

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
５
１ ― 

０
５
０
０

消
防
設
備
設
計
施
工

日
本
防
火
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　滋
賀
営
業
所

京
都
市
中
京
区
壬
生
松
原
町
三
六―

十
三

本
社

栗
東
市
坊
袋
二
一
七―

一

５
５
３―

０
１
１
８

FAX☎
５
５
３―

０
１
１
９

☎
０
７
５―
３
１
４―

０
１
１
９

０
７
５―
３
１
４―

０
１
３
９

FAX

ＬＰガスの特長
●環境にやさしいクリ ンエネルギ●環境にやさしいクリーンエネルギー

●可搬性（持ち運びが容易）エネルギー

●災害に強いエネルギー
　地域と共に歩む

守山市簡易ガス協同組合

　〒524-0013  守山市下之郷一丁目2-32-302
　　　ＴＥＬ　077-514-1561 ＦＡＸ　077-514-1562

地域と共に

LPガス

不
動
産
賃
貸
業

代
表
取
締
役

木
村

　護

株
式
会
社

　木
村
ビ
ル

草
津
市
草
津
四
丁
目
一―

四
四

☎
５
６
４― 

４
５
６
７

５
６
５― 

７
４
３
７

FAX

宿
泊
・
忘
新
年
会
・
法
事
宴
会

ホ
テ
ル
琵
琶
湖
プ
ラ
ザ

守
山
市
水
保
町
二
八
九
二―

二

☎
5
8
5―

4
1
1
1

草
津
市
川
原
四
丁
目
三
番
二
号

プ
レ
カ
ッ
ト
及
び
住
宅
用
パ
ネ
ル
の
製
造

冨
士
木
材
工
業
株
式
会
社

☎
5
6
2
ー
3
1
4
1

呉
羽
テ
ッ
ク
株
式
会
社

本
社
工
場

　栗
東
市
岡
二
五
五

☎
5
5
2
ー
1
2
8
0
㈹

不
織
布
の
製
造
・
販
売

精
密
板
金
・
溶
接
加
工

滋
賀
産
業
株
式
会
社

草
津
市
矢
倉
二
丁
目
二
ー
一
三

ｔｅｌ
５
６
２
ー
３
５
１
８

fax
５
６
５
ー
０
０
０
５

有
限
会
社  

ナ   

サ   

技   

研

野
洲
市
野
田
一
一
〇

　
　

☎
5
8
9
ー
5
0
8
0

ス
テ
ン
レ
ス
の
精
密
加
工

モ

　リ

　ー

　ブ

守
山
市
播
磨
田
町
一
八
五
ー
一

☎
5
8
1
―
3
1
1
3

毎
日
を
も
っ
と
い
い
日
に
！
モ
リ
ー
ブ
で
。

お
買
い
物
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

滋
賀
県
栗
東
市
下
鈎
一
一
六
九
番
地
一

高
畑
産
業
株
式
会
社

建
築
資
材
及
び
建
築

金
物
の
販
売
・
施
工

☎
0
7
7
ー
5
5
3
ー
2
2
0
0

野
洲
市
永
原
字
上
町
6
6
4
番
地

　
　
　
　

T
E
L 

0
7
7
ー
5
8
7
ー
3
5
8
8

私
た
ち
は
、人
々
の
健
康
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

行
動
す
る
集
団
で
す
。

一
般
財
団
法
人  

滋
賀
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

総
合
健
康
管
理
機
関

HRCユ
ニ
プ
ラ
ス
滋
賀
株
式
会
社

栗
東
市
下
鈎
一
一
五
八
ー
二

　

☎
5
5
3
ー
1
1
0
0

モ
ノ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
製
造
販
売

ケ
ア
タ
ウ
ン
南
草
津

草
津
市
矢
橋
町
六
二
一
番
地

☎
8
6
2
ー
1
0
0
1

南
草
津
病
院
グ
ル
ー
プ

よ
つ
ば
ラ
イ
フ
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社

　
　
　
　
　滋
賀
工
場

栗
東
市
辻
五
六
五    

　
　

☎ 

５
５
２
ー
２
３
３
１
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危険物取扱者・消防設備士のみなさんへ

問い合わせ先

〒520－0806
滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが21　４階
TEL　077－525－2977　FAX　077－521－7904

消防試験研究センター滋賀県支部一　　般
財団法人

あなたの免状は大丈夫ですか？
交付日から10年を過ぎた免状は更新（法定）が必要です。

※「消防法施行規則」第33条の５及び「危険物の規制に関する規則」第51条第２項に免状の記載事項は
　過去10年以内に撮影した写真とすると定められています。

消防用設備等の確実な点検を！

「点検済証」（ラベル）を貼付しましょう
　点検実施者の責任の明確化、点検の確実な履行の促進等を目的とした点検済表示
（ラベル）制度は、全国統一的に推進しています。

一般社団法人滋賀県防火保安協会連合会
〒520-0044　大津市京町四丁目３番28号（滋賀県厚生会館２階）
TEL　077-521-3921　FAX　077-521-3761
Eメール　shiga-bouka@green.ocn.ne.jp

消火器用

消火器以外の
消防用設備等用

栗
東
事
業
所

〒
5
2
0―

3
0
0
4

滋
賀
県
栗
東
市
上
砥
山
2
2
2
2

T
E
L 

0
7
7―

5
5
8―

0
2
3
1
㈹

I
S
O
9
0
0
1
／
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
工
場

独
自
技
術
で
世
界
に
感
動
を
与
え
る
企
業

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ヒ
ラ
カ
ワ

　
　
　
　
　滋
賀
事
業
所

野
洲
市
三
上
二
三
〇
八
番
地

☎
５
８
８
ー
２
４
５
１

先
進
の
ボ
イ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　省
エ
ネ・CO2
削
減
を
ご
提
案

株
式
会
社
津
田
工
務
店
滋
賀

草
津
市
東
矢
倉
一
丁
目
五
―
三
二    

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
ー
５
６
２
ー
８
１
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
ー
５
６
２
ー
８
２
７
７

総
合
建
設
業

株
式
会
社

　中
央
ト
ラ
ベ
ル

滋
賀
県
知
事
登
録

　旅
行
業
第
3-

116
号

守
山
市
播
磨
田
町
一勢
一三
〇
三
ー
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
８
３
ー
４
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
８
２
ー
１
０
４
１

○３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

○４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。


